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固体高分子形燃料電池を搭載した燃料電池車の普及促進のためには、軽量で安価なカーボンセパレータが必要で
ある。本助成事業では、２０２０年度までのＮＥＤＯ助成事業で実証してきた車載向けカーボンセパレータの機能及び
性能を維持しつつ、大量生産時に品質及び信頼性を担保するための検査技術を構築する。

◆課題
1）外観検査が目視である。

→車載部品そのもの、及びその検査として
信頼性が低い。

2）検査時間がかかる。
→車載部品としてのコストが高い。

◆研究開発の成果
①画像解析装置を導入し、目視判別可能なサイ
ズの欠陥を目標タクト内で検知できることを確認
した。

◆研究開発の目標
①セパレータの検査項目である形状異常の検出
に画像解析技術を適用し、検査時間を短縮させ
る。
②複数の欠陥検査データを組み合わせて、ＡＩを
用いた解析技術により、良品の誤判定率を低減
する。

2020年 2021年 2022年
3Q-4Q 1Q-2Q 3Q-4Q 1Q-2Q

①画像解析技術を
用いた欠陥検出手
法の開発

②欠陥検出手法の
組み合わせによる
欠陥検査の最適化
と判定手法の確立

画像解析手法の探索

装置導入・検証

AIを用いた解析の調査

他方式の調査

装置導入、検証

各種検査結果を組み合わせた
自動検査装置の確立

AIを用いた解析の調査

◆研究開発の計画（2020年9月～2022年6月末）



１．外観検査の課題と解決策

2

前
工
程

次
工
程

外観検査

マ
ク
ロ
撮
像

ミ
ク
ロ
撮
像

I
R
検
査

画像解析技術を適用
検査技術と製品の信頼性向上
複数の手法の組み合わせによる予防的な欠陥
検出の可能性調査
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全ての欠陥を目視(肉眼、顕微鏡、定規等)で判定していた。
→検査の信頼性が低い、タクトがかかる、記録が残らない。

車載部品に適用させるためには、以下の2点が課題である。
・セパレータそのもの及びその検査の信頼性の確保
・タクト短縮

検討1
欠陥を内容及び大きさに分類し、それぞれに適した画像解析
手法を調査し、検証する。
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検討2
それぞれの結果を組み合わせ、AIを用いて総合的に
判定する。

目視

ガスリーク

Confidential※マクロ＝目視で視認が可能なサイズ以上の欠陥（弊社定義）
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ラインスキャンセンサーを片面２機設置することにより、目視で視認可能なサイズの欠陥が撮像
可能となった。

２．画像解析技術を用いた欠陥検出手法の開発
※マクロ＝目視での視認が可能なサイズ

以上の欠陥（弊社定義）

外観検査装置全景

投入

おもて面
撮像エリア

うら面
撮像エリア NG処理
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目視で検出不可能な「小さい」欠陥を、非破壊手法により検出可能な撮像とする実証を行う。
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外観検査マクロ(※)撮像装置の進捗
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３．実用化・事業化に向けた具体的な取り組み
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本事業で取り組む検査手法の技術開発は、弊社の量産化検討設備に組み込んで
量産適用可否判断を行い、車載用固体高分子形燃料電池セパレータの量産ラインに
反映させる計画である。

項目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

NEDO
プロジェクト

量産化検討
設備での検証

量産ライン
構築

試験装置導入
自動検査システム
構築

顧客ニーズ調査
不良要因分析

品質規格
決定
仕様検討
設備導入

少量生産適用

顧客ニーズ調査
マーケット調査 生産適用仕様検討

設備導入


